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平成 30 年度一般入校試験（前期）  英語 問題用紙 
                                      答えはすべて解答欄に記入する。 

【１】英文を読んで問いに答えなさい。 

OZE ASKS YOUR HELP 

Have you ever （１）Oze? It is so nice a place. I will tell 

you about Oze today. 

It lies across several prefectures： Niigata, Gunma and 

Fukushima. Oze has biggest wetland Ozegahara in Honshu island in 

Japan. When we stand there, we can see two mountains: 

Mt.Hiuchigatake to the east and Mt. Shibutsu to the west. There 

are many kinds of alpine※ plants, beech※ forests, big 

waterfalls, animals, birds and many colors of nature.  

Ozegahara wetland has been formed for more than six thousand 

years. It will take very long years to be recovered once they are 

（２）. That's why there are manners and rules for the visitors. 

You must know them before visiting Oze. 

MANNERS AND RULES IN OZE 

◆Please don't  pick up flowers or plants and don't break trees 

even you like them. 

◆Don't step in wetland. Oze has about sixty kilometers （３） 

road to preserve※ wetland. You are requested not to put tripod 

on the wetland to take pictures or not to put your foot on the 

wetland when you take a rest. 

◆You must bring out all you have brought in. You must not throw 

trash away in Oze. As there are no trash boxes.  

The movement for preserving Oze started in 1972. Many people 

are trying to do their （４） for this movement. To preserve 

beauty of Oze, they are asking your help. 

※ alpine 高山性の  beech ブナ  preserve 保全する 
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問１ （ ）に当てはまる単語、語句を選び記号で答えなさい。 

   １： ア to travel   イ visiting   ウ visited 

   ２： ア to break   イ breaking   ウ broken 

     ３： ア rail       イ paved       ウ wooden 

   ４：  ア best       イ help      ウ walk 

 

問２ 文中から次の日本語を表す単語を１語抜き出して書きなさい。 

ア：滝    イ：自然   ウ：湿原   エ：ゴミ 

 

問３ 英文の内容を説明する文として適切なものを二つ選び記号で答えなさい。 

ア）尾瀬は群馬県をはじめとする３県にまたがって広がっている。 

イ）尾瀬は日本で最大の湿原である。 

ウ）尾瀬は 6 万年前に形成され始めた。 

エ）湿原が破壊されると回復するまでに５０年以上かかる。 

オ） 写真を撮る時、三脚を湿原に置くことはよいが足を踏み入れてはならない。 

カ）尾瀬にはゴミ箱は設置されていないからゴミはすべて持ち帰る。 

キ）２０世紀の初頭から尾瀬保護活動は始まった。 

 
 
 
 
【２】下線部の発音が他の語と異なる語を一つ選び、記号で答えなさい。 

（注：下線部の発音とは、例えば head は〔エ〕で、great は〔エイ〕） 

１） ア：station    イ：condition    ウ：generation   エ：question  

２） ア：house      イ：country      ウ：thousand    エ：mountain 

３）  ア：fighter    イ：finish       ウ：file        エ：find 

４）  ア：pumpkin   イ：future       ウ：cucumber    エ：duty  

５)   ア：manner    イ：sandwich     ウ：language     エ：famous   
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【３】会話文の意味になるよう単語を並べかえたとき、2 番目と 4 番目の単語を

記号で答えなさい。 

１）動物園に行きませんか。 
ア to the zoo   イ Why     ウ you    エ don't    オ go    ? 

２）残念ですが行けません。 
ア but     イ can't    ウ sorry    エ I     オ I’m    . 

３）どうかしましたか。 
ア what    イ with      ウ the matter   エ you    オ is   ? 

４）ひどい風邪をひいてしまいました。 
ア bad     イ caught    ウ cold      エ have      オ I    . 

５）お大事にしてください。 

 ア good    イ of    ウ take    エ care    オ you    . 

 

【４】会話文の意味になるよう（ ）内の語、語句から適切なものを選び、 
記号で答えなさい。 

１）おたずねしてもよいですか。 
 （ア Am    イ Do    ウ May ）I ask you a question? 

２）どうぞ。 
  (ア Sure.  イ Yes, you are.   ウ I'm fine. ) 

３）図書館へはどうやって行けますか。 
  （ア Why    イ Where   ウ How ）can I get to the library? 
４）まっすぐ進むと右側にあります。 
    Go straight and it's （ア on  イ at  ウ by ）your right. 

５）ご親切にありがとうございます。 
  Thank you （ア to   イ for   ウ at ）your kindness. 
６）どういたしまして。 
  You're（ア OK.  イ welcome.  ウ lucky. ） 
７）どこから来たのですか。 
    Where are you （ア come?   イ came?   ウ from? ） 
８）アメリカ合衆国です。 
    The United （ア States  イ Nations ウ Countries ）of America. 

９）旅の目的は何ですか。 
    What is the （ア end   イ purpose   ウ meaning ）of your visit？ 
10）浮世絵についての本を探しています。 
    I'm looking （ア for  イ at  ウ on ）the books about Ukiyoe picture. 
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【５】英単語、語句の説明として適切なものを選び、記号で答えなさい。 

１）fire engine       ア：It bakes a delicious bread. 

                    イ：Fire fighters drive it. 

                    ウ：It can run faster than any other car.                             

２）refrigerator      ア：You keep food in it. 

                    イ：The man who travel through space. 

                    ウ：A leader of the football team.        

３）February          ア：The birthday of Jesus Christ. 

                    イ：The second month of the year.  

                    ウ：A kind of apple pie.          

４）the principal     ア：The house where people have important meeting． 

                    イ：A textbook for teachers. 

                    ウ：The leader of the school.           

５）navy              ア：The color of the ocean.  

                    イ：The machine that take you to your destination.   

                    ウ：The man who works at the sea. 
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平成 30 年度一般入校試験（前期）  英語   解答用紙 
受験 
番号 

 
氏 

名 
 

得

点 
 

 

【１】 
 

問１ 

１ ２ ３ ４  

     

問２ 
ア  イ  

ウ  エ  

問３   

【２】 

１） ２） ３） ４） ５） 

     

【３】 

 １） ２） ３） ４） ５） 
２

番

目 
     

４

番

目 
     

 
 

【４】 
 
 

 

１） ２） ３） ４） ５） 

     

６） ７） ８） ９） 10） 

     

【５】 

１） ２） ３） ４） ５） 
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平成３０年度一般入校試験（前期） 

        数 学 Ⅰ 問 題 用 紙 

１ 次を計算せよ。 
(1)  3(√2＋7)− 2(√2− 6) = 

 
(2)  √12＋5√27− 7√3 = 

 
(3)  5(3a＋b－2c)－3(2a－b－3c)= 

 
(4)  (x－3) (x2＋3x＋9)= 

 
2 次の式を因数分解せよ。 

(1)  am２－a２m= 
 

(2)  x２＋3x－18= 
 

(3)  x２+10x＋25= 
 

(4)  x２－y２－5x－5y= 
 
３ 次の方程式・不等式を解け。 

(1)  5x－7=23 
 

(2)  6x２－13x＋6=0 
 

(3)  7x－5＞16 
 

(4)  x２－4x－21≦0 
 
４ ２次関数 y=x２－6x＋5 のグラフは放物線という図形になる。 

(1)  この放物線の頂点の座標と軸の方程式を求めよ。 
 
(2)  放物線 y=x２－6x＋5 の x 軸，y 軸との交点の座標を求めよ。 

 
(3)  ２次関数 y=x２－6x＋5 について x=2 のときの y の値を求めよ。 

 
(4)  2 次関数 y=x２－6x＋5 で x の値の範囲が 1≦x≦4 のとき，y の値の範囲を求めよ。 
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５ 次のように，AD‖BC，辺 AD=10，辺 BC=16，∠ABC=∠DCB=60°の等脚台形 ABCD がある。 
     A     10      D 
                       (1)  台形 ABCD の面積を求めよ。 
       
                        
                        
     60°       P   60°    
B                      C 
           16 
 
 (2) 辺 BC 上に点 P をとり，線分 AP で台形 ABCD の面積を二等分するには辺 BP の長さをいくらに 

すればよいか。 
 
 
 
 
 
６ 農薬 A の容器のラベルに次のような表示がある。 

作物名 適用害虫名  希釈倍数(倍) 10 アール当たりの使用液量(ℓ) 
作物 B 害虫 b  1000～2000     100～300 
作物 C 害虫 c   500～1000     200～700 

    ※ 希釈倍数とは，薬液を希釈して調製するときに，製剤量（液体製剤は容量（mℓ）で計算する） 
に対する希釈水量（調製後の薬液量）の倍率である。 
 

  作物 B の害虫 b，作物 C の害虫 c に登録のある液体の農薬Ａを使用基準に従って散布したい。 
次の問いに答えよ。 
 

 (1) 作物 B の害虫 b に対して，農薬Ａを 1000 倍に希釈して 10ａ（アール）当たり 300ℓ散布したい。 
作物 B の畑 40ａに農薬Ａは何 mℓ必要か。 

 
 
 
 
 
 (2) 作物 C の害虫 c に対して、農薬 A を 800 倍に希釈して 10ａ当たり 400ℓ散布したい。 

作物 C の畑 30ａに農薬 A は何 mℓ必要か。 



平成３０年度一般入校試験（前期） 

        数 学 Ⅰ 解 答 用 紙 

   
受験番号     氏  名  得 点 
   

 
 
１                      ２ 

(1)  
(2)  
(3)  
(4)  

 
３                      ４ 

(1)    x= 

(2)    x=   ， 

(3)     

(4)      

 
 
 
５ 

(1)  台形 ABCD= 

(2)      BP= 

 
 
６ 

(1)          mℓ 

(2)          mℓ 

 

(1)  
(2)  
(3)  
(4)  

(1) 頂点の座標   (  ， ) 
軸の方程式    

(2) x 軸との交点 (  ， )，(  ， ) 
y 軸との交点  (  ， ) 

(3)     y= 

(4)     ≦y≦ 
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平成 30 年度 一般入校試験（前期） 生物基礎 問題用紙 
 
 

 

 

1. 光学顕微鏡で池の水を観察したところ、下のような微生物が観察された。次の問いに答えよ。 

   

 

 

 

 

 

 

（問 1） 光学顕微鏡の操作方法について、次の文章の空欄ア～オに入る適当な語を、下の語群よりそれぞれ 1 つずつ選び、 

記号で答えよ。 

A  視野が均一な明るさになるように（ ア ）の向きを調節する。 

B  顕微鏡は両手で持って移動し、（ イ ）の当たらない、明るい安定した場所に置く。 

C  接眼レンズをのぞきながら、対物レンズをプレパラート（ ウ ）ながら、ピントを合わせる。 

D  プレパラートをセットし、横から見ながら対物レンズの先端をプレパラートに接近させる。 

E  まず（ エ ）を取り付けてから、続いて（ オ ）を両手を使って取り付ける。 

 

  【語群】 

     ① 接眼レンズ     ② 対物レンズ      ③ ステージ       ④ しぼり        ⑤ 反射鏡     

⑥ 日影          ⑧ 直射日光       ⑨ から遠ざけながら        ⑩ に近づけながら     

 

（問 2） 上の A～E の操作を正しい順序に並び変えたとき、3 番目にくるものを A～E の記号で答えよ。 

 

（問 3） 上の微生物はすべて、からだが 1 つの細胞からできている生物である。このような生物を総称する名称を 

     次の①～⑤の中から 1 つ選び記号で答えよ。 

   ① 原核生物     ② 真核生物     ③ 単細胞生物     ④ 細胞群体     ⑤ 多細胞生物 

 

（問 4） 上の A～C の微生物の中で、ゾウリムシとよばれる生物はどれか A～C の記号で答えよ。 

 

（問 5） 上図のそれぞれの生物がもつ細胞内の器官①～⑥の中で、体内に侵入した水を排出するための調節を行う器官は 

どれか。上図の①～⑥の中から 1 つ選び、記号で答えよ。 

 

（問 6） 次の①～⑤の細胞小器官の中で植物細胞に特有の構造体を 2 つ選び、記号で答えよ。 

   ① ミトコンドリア     ② 葉緑体     ③ 細胞膜     ④ 細胞壁     ⑤ 核 
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2. 遺伝子の本体についての研究に関する文章を読み、次の問いに答えよ。 

肺炎双球菌には、病原性をもつ ア 型菌と、病原性をもたない イ 型菌がある。 ウ はこの肺炎双球菌を様々な条件 

   でネズミに注射する研究を行った。その中で、病原性のある ア 型菌を煮沸消毒し、ネズミに注射してもネズミは肺炎を発 

病しないが、煮沸消毒した ア 型菌と無処理の イ 型菌を混合してネズミに注射すると、ネズミは肺炎を発症することを発 

見した。その結果から、 A ということを結論づけた。その後、エイブリーは、 ウ が発見した現象を引き起こす物質は エ  

であるということを突き止めた。 

 

（問 1） 文章中の空欄ア～エに入る適当な語を、次の①～⑩の中からそれぞれ 1 つずつ選び、記号で答えよ。 

   ① クリック     ② ワトソン     ③ グリフィス     ④  Q         ⑤ R     

   ⑥ S         ⑦ T         ⑧ DNA       ⑨ タンパク質     ⑩ 炭水化物 

 

（問 2） 空欄 A について、空欄に入る記述として最も適当なものを、次の①～④の中から 1 つ選べ。 

   ① 煮沸消毒した S 型菌に含まれる物質が、R 型菌を S 型菌にかえる。 

   ② 煮沸消毒した R 型菌に含まれる物質が、S 型菌を R 型菌にかえる。 

③ R 型菌に含まれる物質が、煮沸消毒した S 型菌を生き返らせる。 

   ④ S 型菌に対するアレルギーによって、ネズミが発病した。 

 

（問 3） 下線部で起こっている現象を何というか。最も適当なものを、次の①～④の中から 1 つ選べ。 

   ① 形質転換     ② 細胞内共生     ③ 固定     ④ 転写 

 

（問 4） 次の実験の中で、ネズミに注射すると、ネズミが肺炎を発病するものを、次の①～④の中からすべて選べ。 

   ① S 型菌をすりつぶし、生きた R 型菌と混合して注射する。 

   ② S 型菌をすりつぶし、タンパク質分解酵素で処理し、生きた R 型菌と混合して注射する。 

   ③ S 型菌をすりつぶし、DNA 分解酵素で処理し、生きた R 型菌と混合して注射する。 

   ④ S 型菌をすりつぶし、煮沸消毒した R 型菌と混合して注射する。 

 

 

3. 肝臓に関する次の文章をよみ、次の問いに答えよ。 

ヒトの肝臓には、動脈と静脈の他に、（ ア ）とよばれる静脈がつながっている。この管を通り、消化管から心臓へ戻る 

すべての血液が肝臓へ入っていく。この血液には小腸で吸収したグルコースが含まれており、その一部は、（ イ ）とし 

て肝臓に貯蔵され、必要に応じて再びグルコースに分解される。また、肝臓ではタンパク質やアミノ酸が分解されること 

で生じた有害なアンモニアを毒性の低い（ ウ ）につくり変える働きもある。さらに脂肪の分解を助ける（ エ ）をつくる。 

 

（問 1） 文章中の空欄ア～エに入る適当な語を、下の①～⑩の中からそれぞれ 1 つずつ選び、記号で答えよ。 

   ① 腎静脈      ② 大静脈      ③ 肝門脈      ④ アルコール     ⑤ グリコーゲン    

⑥ 尿         ⑦ 尿素        ⑧ 尿酸        ⑨ すい液        ⑩ 胆汁 

 

（問 2） 次の①～④の記述の中から、肝臓のはたらきとして、正しいもの次の①～④の中から 1 つ選び、記号で答えよ。 

   ① 代謝が盛んで、発熱量が多く、体温を維持する。   ② 血液内の老廃物をろ過し、尿を生成する。 

   ③ 血糖量を低下させるホルモンの分泌を行う。      ④ 食物の消化・吸収を行う。 
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（問 3） 文章中の下線部について、（イ）の物質が、グルコースに分解されるときはどのような時か。最も適当なものを 

    次の①～③の中から 1 つ選べ。 

   ① 血糖量が増加した時    ② 血糖量が減少した時    ③ 水を多量に摂取した時     

 

（問 4） 肝臓での血糖量の調節を促進するホルモンとして、最も適当なものを次の語群の中から 1 つ選べ。また、そのホルモンを 

分泌する内分泌腺を語群より 1 つ選べ。 

  【語群】 

   （ホルモンの名前） ① バソプレシン    ② 鉱質コルチコイド    ③ パラトルモン    ④ グルカゴン 

   （内分泌腺）     ⑤ 脳下垂体前葉   ⑥ 脳下垂体後葉   ⑦ 甲状腺 

⑧ すい臓ランゲルハンス島 A 細胞       ⑨ すい臓ランゲルハンス島 B 細胞   

 

（問 5） 体液の成分の中で血液凝固に最も関わりの深いものを、次の①～③の中から 1 つ選べ。 

   ① 赤血球     ② 白血球     ③ 血小板      

 

 

4. 免疫に関する次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

細菌やウイルス、毒素などが体内に侵入すると、それらの異種タンパク質が抗原となり、体液中の（ ア ）によって抗 

   原と特異的に結合する物質である（ イ ）がつくられる。同種の抗原が二度目に侵入したときに、（ イ ）は速やかに多 

   量につくられて（ ウ ）反応が起こるため、病原体は殺されたり、無毒化されて、発病が抑えられる。このような免疫を 

（ エ ）免疫という。これに対して、異種の皮膚を移植すると脱落する拒絶反応などでは、（ ア ）が移植皮膚を抗原と 

認識して直接、攻撃して排除する。このような免疫を（ オ ）免疫という。（ オ ）免疫では（ イ ）はつくられない。 

    免疫は生体を防御しているが、過剰に反応が起こると、炎症が起こったり、発熱したりして、生体に不利益をもたらす 

ことがある。このような過剰な反応は（ カ ）と呼ばれ、じんましんや、ぜんそくや（ キ ）などがその例としてあげられる。 

 

（問 1） 上の文章中の空欄ア～キに入る最も適当な語はどれか。次の①～⑩の中からそれぞれ１つずつ選べ。 

   ① 血小板     ② 赤血球       ③ リンパ球      ④ 細胞性     ⑤ 体液性 

   ⑥ 抗体       ⑦ 抗原抗体     ⑧ アレルギー     ⑨ 心臓病     ⑩ 花粉症     

 

（問 2） 弱毒化したり死菌にした病原体をワクチンといい、これらをあらかじめ注射したあとに、実際の病原体が初めて侵入した 

とすると、生体ではどのようなことが起こると考えられるか。次の①～④の中から 1 つ選べ。 

① 最初に病原体が侵入したときのように発病する。 

② 最初に病原体が侵入したときよりも重く発病する。 

③ 発病時期が遅れるが、最初に病原体が侵入したときのように発病する。 

④ 二度目に病原体が侵入したときのように発病が抑制される。 

 

（問 3） ヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染することで引き起こされる全ての免疫が働かなくなる病気を次の①～④の中から 

1 つ選び、記号で答えよ。 

   ① 糖尿病    ② 虫垂炎    ③ エイズ    ④ 心筋梗塞 

 

 

 



- 4 - 

5. 生態系に関する次の文章を読み、次の問いに答えよ。 

ある生物にとって、同種あるいは異種の生物からなる環境を (  ア  ) といい、光・温度・水・大気・土壌など生物を取り 

巻く環境を、(  イ  ) という。(  イ  ) が生物に影響を与えることを (  ウ  ) といい、生物が (  イ  ) に影響を与え 

ることを (  エ  ) という。また，同種や異種の生物どうしの働きあいを (  オ  ) という。 

 生態系の中では、捕食者と被食者のような食う食われるの（  カ  ）のような関係によって複雑に絡みあっている。生物に 

とって有害な物質が体の中に入ったとき、外部の環境よりも高濃度に生物体内に蓄積されることを（  キ  ）という。 

 

（問 1） 文章中の空欄ア～キに入る語句として適当なものを、次の①～⑤の中から 1 つずつ選び、記号で答えよ。 

   ① 食物連鎖     ② 作用     ③ 相互作用     ④ 生物的環境     ⑤ 生物濃縮 

⑥ 非生物的環境      ⑦ 環境形成作用 

 

（問 2） 下の図は、海洋の食う食われるの関係を表したものである。下線部に関して、下図の生物の中で最も高い割合で 

有害な物質が蓄積する生物はどれか。下図の①～④の中から 1 つ選び、記号で答えよ。 

 

 

 

 

6. 生物に関する次の各問いについて、最も適当なものを、それぞれ①～④のうちから 1 つずつ選び、記号で答えよ。 

（問 1） 現在名前のつけられている種はどのくらい存在するか。 

   ① 8 万種     ② 80 万種     ③ 180 万種     ④ 800 万種 

 

（問 2） 代謝のうちで、複雑な物質を簡単な物質に分解する過程を何というか。 

   ① 異化      ② 同化       ③ 酸化        ④ 硝化 

 

（問 3） 体内でエネルギー通貨の役割を果たしている物質を何というか。 

   ① DNA      ② RNA       ③ ATP        ④ HLA   

 

（問 4） 遺伝情報は DNA→RNA→タンパク質へと一方向的に流れるという原則のことを何というか。 

   ① セントラルドグマ     ② シャルガフの規則     ③ メンデルの法則     ④ 分化全能性 

 

（問 5） 生物が自らを形成維持するのに必要な、最小限の遺伝情報の 1 セットのことを何というか。 

   ① ウラシル     ② ゲノム     ③ 遺伝子      ④ アレルゲン  

 

（問 6） タンパク質は何が集まってできているか。 

   ① ヌクレオチド   ② アミノ酸    ③ クエン酸     ④ 硝酸 

 

（問 7） 腎臓を構成する腎単位（ネフロン）の構成要素は、腎細管と何か。 

   ① 集合管      ② 腎動脈      ③ 腎う      ④ 腎小体 

 

（問 8） 主に安静時にはたらき、中脳、延髄、および脊髄の末端からでる自律神経を何というか。 

   ① 交感神経     ② 副交感神経     ③ 感覚神経     ④ 運動神経 

②イワシ ①プランクトン ③ダツ ④ゴイサギ 
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平成 30 年度 一般入校試験（前期） 生物基礎 解答用紙 
受験番号 氏名 得点 
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「
平
成
三
十
年
度
一
般
入
校
試
験
（
前
期
）

国

語

問
題
用
紙
」

次
の
文
章
（

い
の
ち
は
だ
れ
の
も
の
か
？
』
鷲
田
清
一
）
を
読
ん
で
後
の
各
問
に
答
え
な
さ
い
。

一

『

か
ら
だ
は
だ
れ
の
も
の
か
。
い
の
ち
は
だ
れ
の
も
の
か
。

ａ
安
楽
死
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
臓
器
ｂ
イ
シ
ョ
ク
を
め
ぐ
っ
て
、
人
工
中
絶
や
出
生
前
診
断
の
①
是
非
を
め
ぐ
っ

て
、
②
こ
の
こ
と
が
い
つ
も
問
題
に
な
る
。

そ
の
と
き
、
そ
の
問
い
は
い
つ
も
個
人
の
自
由
の
問
題
と
か
ら
め
て
論
じ
ら
れ
る
。
個
人
が
自
由
で
あ
る
と
は
、
個

人
が
そ
の
存
在
、
そ
の
行
動
の
あ
り
方
を
自
ら
の
意
志
で
【

】
で
き
る
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
た

し
の
身
体
も
わ
た
し
の
生
命
も
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
わ
た
し
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
身
体
を
本
人
の
同
意
な
し
に
他
か

ら
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
そ
の
活
動
を
強
制
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は

「
基
本
的
人
権
」

、

と
い
う
③
理
念
の
核
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

自
殺
の
正
当
化
に
あ
た
っ
て
も
、
ｃ
献
体
の
登
録
や
臓
器
の
ｄ
テ
イ
キ
ョ
ウ
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の

は
④
同
じ
論
理
で
あ
る
。
生
き
て
死
ぬ
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
自
分
で
あ
る
か
ら
死
に
方
は
当
人
が
決
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
自
分
の
身
体
は
自
分
の
も
の
だ
か
ら
そ
れ
を
ど
う
処
分
し
よ
う
と
（
美
容
整
形
し
よ
う
と
、
体
内
の
臓
器
を
他

人
に
譲
渡
し
よ
う
と
）
他
人
に
と
や
か
く
い
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
…
…
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

が
、
他
方
で
、
そ
の
⑤
同
じ
身
体
、
同
じ
生
命
が
決
し
て
自
分
だ
け
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
わ
た
し
た
ち
は
日
々

痛
い
ほ
ど
感
じ
て
い
る
。
人
は
自
分
の
生
命
を
自
分
で
作
り
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
⑥
自
分
の
生
命
を
自
分
で
閉

じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
れ
も
自
分
で
へ
そ
の
緒
を
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
自
分
で
棺
お
け
の
中
に
入
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
は
、
し
ば
し
ば
い
わ
れ
る
こ
と
だ
。
だ
れ
し
も
他
人
の
ｅ
ヒ
ゴ
の
下
で
育
つ
。
他
人
に
あ
れ
や
こ
れ
や

と
世
話
さ
れ
な
が
ら
老
い
る
。

身
体
や
生
命
を
、
さ
ら
に
広
く
⑦
「
身
」
と
か
「
身
が
ら
」
と
い
う
ふ
う
に
と
れ
ば
、
家
族
生
活
を
営
む
人
、
い
ろ

い
ろ
な
団
体
の
運
営
責
任
を
負
う
公
的
な
立
場
に
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
身
体
を
自
分
だ
け
の
も
の
だ
と
感
じ

る
こ
と
の
ほ
う
が
む
し
ろ
ま
れ
だ
ろ
う
。

⑧
こ
の
ず
れ
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

問
一

線
①
「
是
非

、
③
「
理
念
」
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。

」

①
「
是
非
」

③
「
理
念
」

ア

絶
対
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
。

ア

物
事
を
突
き
詰
め
て
い
く
考
え
方
。

イ

正
し
い
こ
と
と
正
し
く
な
い
こ
と
。

イ

心
に
念
じ
る
大
切
に
す
べ
き
考
え
方
。

ウ

善
し
悪
し
を
越
え
た
存
在
と
い
う
こ
と
。

ウ

究
極
の
考
え
を
決
め
る
と
き
に
と
る
方
法
。

エ

良
く
も
悪
く
も
ど
ち
ら
で
も
と
い
う
こ
と
。

エ

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
根
本
的
な
考
え
方
。

問
二

線
②
「
こ
の
こ
と
」
に
当
た
る
箇
所
を
、
そ
の
ま
ま
書
き
抜
き
な
さ
い
。

問
三

線
④
「
同
じ
論
理
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
支
え
る
考
え
方
を
端
的
に
示
す
語
句
を
、
本
文
中
か
ら
五
字
で
抜

き
出
し
な
さ
い
。

問
四

線
⑤
「
同
じ
身
体
、
同
じ
生
命
が
決
し
て
自
分
だ
け
の
も
の
で
な
い
」
こ
と
の
例
と
し
て
適
当
で
な
い
も
の

を
、
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

。

。

ア

自
分
の
臓
器
を
自
分
の
意
志
で
他
人
に
与
え
る
こ
と

イ

他
人
に
守
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
育
っ
て
ゆ
く
こ
と

。

。

ウ

自
分
の
生
命
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

エ

自
分
の
死
の
後
始
末
が
自
分
で
は
で
き
な
い
こ
と

問
五

線
⑥
「
自
分
の
生
命
を
自
分
で
閉
じ
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
比
喩
的
に
表
現
し
て
い
る
箇
所
を
、
本

文
中
か
ら
十
一
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
六

線
⑦
「

身
』
と
か
『
身
が
ら
』
と
い
う
ふ
う
に
と
れ
ば
」
と
あ
る
が

「
身

「
身
が
ら
」
は
「
身
体

「
生

『

、

」

」

」

〔

〕
〔

〕

、

命

と
ど
う
違
う
か
を
説
明
し
た
次
の
文
の
空
欄

Ａ

・

Ｂ

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
当
な
語
句
を

後
の
〈
語
群
〉
ア
～
カ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。

「
身
体

「
生
命
」
は
〔

Ａ

〕
な
も
の
で
あ
る
が

「
身

「
身
が
ら
」
は
、
立
場
や
責
任
な
ど

〔

Ｂ

〕

」

、

」

、

用
件
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
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〈
語
群
〉
ア

経
済
的

イ

主
観
的

ウ

即
物
的

エ

科
学
的

オ

社
会
的

カ

基
本
的

問
七

線
⑧
「
こ
の
ず
れ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

自
分
の
も
の
だ
か
ら
自
由
と
い
う
理
念
と
、
自
分
だ
け
の
も
の
と
は
思
え
な
い
と
い
う
実
感
の
ず
れ
。

、

。

イ

公
的
な
立
場
に
い
る
人
に
と
っ
て

身
体
や
生
命
が
決
し
て
自
分
だ
け
の
も
の
に
は
思
え
な
い
こ
と
の
ず
れ

ウ

自
分
の
身
体
や
生
命
に
対
し
自
由
に
処
分
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
、
臓
器
を
提
供
す
る
こ
と
の
ず
れ
。

、

。

エ

自
分
の
も
の
だ
か
ら
ど
う
し
よ
う
と
個
人
の
自
由
で
あ
る
の
に

実
際
に
は
自
由
に
で
き
な
い
こ
と
の
ず
れ

問
八

空
欄
【

】
に
当
て
は
ま
る
適
当
な
熟
語
を
答
え
な
さ
い
。

問
九

線
ａ
～
ｅ
の
漢
字
は
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

二

次
の
小
説
（

幾
千
の
夜
、
昨
日
の
月
』
角
田
光
代
）
を
読
ん
で
後
の
各
問
に
答
え
な
さ
い
。

『

Ｎ
さ
ん
は
、
ま
じ
め
そ
う
な
子
だ
っ
た
。
髪
も
黒
い
し
短
い
し
、
制
服
も
規
定
の
ま
ま
、
ス
カ
ー
ト
丈
を
短
く
し
た

り
幅
を
詰
め
た
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
ａ
鞄
の
色
も
地
味
で
、
靴
下
も
ソ
フ
ト
タ
ッ
チ
で
正
し
い
位
置
に
き
ち
ん
と
ｂ

ト
め
て
い
た
。
①
そ
う
い
う
こ
と
が
ま
じ
め
な
証
拠
だ
と
当
時
の
私
は
捉
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
ま
じ
め
な

子
が
私
は
苦
手
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
林
間
学
校
最
後
の
夜
に
、
Ｎ
さ
ん
と
話
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
か
覚
え
て
い
な
い
。
た
し
か
、

消
灯
時
間
の
あ
と
で
、
仕
切
り
板
か
ら
ひ
ょ
い
と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
、
Ｎ
さ
ん
は
私
の
書
い
た
作
文
の
こ
と
を
ｃ
褒
め

て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。
今
も
昔
も
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
苦
手
な
私
は

「
い
や
い
や
い
や
い
や

」
な
ど
と
照
れ
て
背

、

。

を
向
け
寝
て
し
ま
い
そ
う
な
も
の
だ
が
、
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
そ
の
と
き
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
国
語
の
時

間
に
教
師
が
読
み
上
げ
た
私
の
作
文
を
②
ひ
と
し
き
り
褒
め

将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
訊
い
た

ど
の
大
学
に
進
む
の
？

、

。

ど
の
学
科
に
い
く
の
？

推
薦
で
進
学
希
望
だ
っ
た
私
は
、
そ
の
夏
休
み
直
前
に
、
教
師
か
ら
、
す
べ
て
の
大
学
・
短
大
に
推
薦
で
き
な
い
と

ｄ
ツ
ウ
タ
ツ
さ
れ
て
い
て
、
③
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
ど
こ
か
し
ら
に
推
薦
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
か

ら
、
受
験
勉
強
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
も
知
ら
ず
に
い
た
の
だ
。
作
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
は
い
た
が
、
ど
の
大
学

に
創
作
科
が
あ
る
の
か
調
べ
る
こ
と
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

④
答
え
に
詰
ま
っ
た
私
は
、
彼
女
に
質
問
し
返
し
た
。
Ｎ
さ
ん
は
ど
う
す
る
の
。
ど
こ
の
学
校
に
ど
う
い
う
理
由
で

進
む
の
。

彼
女
は
、
私
の
聞
い
た
こ
と
の
な
い
短
大
の
名
を
あ
げ
た
。
そ
こ
に
は
園
芸
の
学
科
が
あ
り
、
自
分
は
そ
こ
を
卒
業

し
て
造
園
業
に
就
き
た
い
の
だ
と
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
を
。
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
本
屋
で
見
た
写
真
集

で
イ
ギ
リ
ス
の
庭
の
美
し
さ
に
ひ
き
こ
ま
れ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
彼
女
は
語
っ
た
。
彼
女
が
語
っ
て
い

る
の
は
、
作
家
に
な
り
た
い
と
い
う
私
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
希
望
で
は
な
く
、
⑤
ど
う
し
よ
う
も
な
い
必
然
に
支
え

ら
れ
た
、
は
る
か
に
具
体
的
な
計
画
だ
っ
た
。

仕
切
り
板
ご
し
に
私
た
ち
が
話
し
は
じ
め
た
こ
ろ
は
、
あ
ち
こ
ち
で
同
じ
よ
う
な
話
し
声
や
お
さ
え
た
笑
い
声
が
聞

こ
え
て
い
た
が
、
カ
ー
テ
ン
の
合
わ
せ
目
の
闇
が
濃
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ら
は
み
な
ｅ
ネ
イ
キ
に
変
わ
り
は
じ
め
て

い
た
。
私
た
ち
は
な
お
の
こ
と
小
声
に
な
っ
て
、
話
し
た
。
私
は
彼
女
の
よ
う
に
計
画
的
に
も
の
ご
と
を
考
え
ら
れ
な

い
と
言
い
、
彼
女
は
高
校
を
出
て
か
ら
し
か
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
は
じ
ま
ら
な
い
の
だ
と
話
し
た
。
彼
女
の
考
え

は
ず
い
ぶ
ん
と
大
人
び
て
い
て
、
あ
る
意
味
で
⑥
ぶ
っ
飛
ん
で
い
た
。

「

」

、

。

問
一

線
①

そ
う
い
う
こ
と

に
あ
た
る
部
分
の
初
め
と
終
わ
り
の
五
文
字
を

本
文
中
か
ら
書
き
抜
き
な
さ
い

（
句
読
点
は
一
字
に
含
む

）。

問
二

線
②
「
ひ
と
し
き
り

、
③
「
途
方
に
暮
れ
て
」
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な

」

さ
い
。

②
「
ひ
と
し
き
り
」

ア

一
通
り

イ

何
回
で
も

ウ

し
ば
ら
く
の
間

エ

一
回
だ
け

オ

思
い
切
り

③
「
途
方
に
暮
れ
て
」
↓
「
途
方
に
暮
れ
る
」

ア

あ
ま
り
の
こ
と
に
落
胆
す
る

イ

手
段
が
な
く
て
戸
惑
う

ウ

勢
い
が
な
く
焦
る

エ

が
っ
か
り
し
て
ふ
さ
ぎ
込
む

オ

弱
り
果
て
ど
う
で
も
良
く
な
る
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問
三

線
④
「
答
え
に
詰
ま
っ
た
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
次
の
文
の
空
欄
に
は
い
る
語
句
を
本
文
中
か
ら
七
字
で

抜
き
出
し
な
さ
い
。

自
分
の
将
来
に
つ
い
て

し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
進
学
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
何
も
決
め
て

い
な
か
っ
た
か
ら
。

問
四

線
⑤
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
必
然
に
支
え
ら
れ
た
」
と
あ
る
が
ど
う
い
う
意
味
か
。
適
当
な
も
の
を
次
の
中

か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

う
ま
く
い
っ
た
ら
ど
ん
な
に
よ
い
か
と
い
う
淡
い
希
望
を
抱
い
た

イ

お
そ
ら
く
い
つ
か
は
実
現
す
る
に
違
い
な
い
と
い
う
確
信
に
基
づ
い
た

ウ

夢
の
よ
う
な
こ
と
が
現
実
な
っ
た
ら
と
い
う
期
待
と
願
望
を
伴
っ
た

エ

ど
う
し
て
も
実
現
し
た
い
と
い
う
強
固
な
意
志
に
突
き
動
か
さ
れ
た

オ

必
ず
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
に
と
ら
わ
れ
た

問
五

線
⑥
「
ぶ
っ
飛
ん
で
い
た

」
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
な
内
容
を
表
し
て
い
る
熟
語
を
次
の
中
か
ら
選
び
な

。

さ
い
。

ア

鷹
揚

イ

適
当

ウ

過
激

エ

繊
細

オ

飛
躍

問
六

線
ａ
～
ｅ
の
漢
字
は
読
み
を
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
な
さ
い
。

三

次
の
冒
頭
文
で
始
ま
る
小
説
の
、
作
品
名
を
ア
～
オ
か
ら
、
作
者
名
を
ａ
～
ｅ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。

①

国
境
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
・
・
・

②

私
は
そ
の
人
を
常
に
先
生
と
呼
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
此
所
で
も
た
だ
先
生
と
・
・
・

③

朧
西(

ろ
う
せ
い)

の
李
徴(

り
ち
ょ
う)

は
博
学
才
頴(

は
く
が
く
さ
い
え
い)
、
天
宝
の
末
年

・
・
・

、

④

石
炭
を
ば
は
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓
の
ほ
と
り
は
い
と
静
か
に
て
・
・
・

⑤

廻
れ
ば
大
門
の
見
返
り
柳
い
と
長
け
れ
ど
、
お
歯
く
ろ
・
・
・

ア

山
月
記

イ

舞
姫

ウ

こ
こ
ろ

エ

雪
国

オ

た
け
く
ら
べ

ａ

川
端
康
成

ｂ

中
島

敦

ｃ

樋
口
一
葉

ｄ

森

鴎
外

ｅ

夏
目
漱
石

四

次
の
①
～
⑥
の
こ
と
ば
と
関
わ
り
の
深
い
言
葉
を
ア
～
ク
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

①

顔
ぶ
れ

②

顔
合
わ
せ

③

顔
役

④

頭
を
丸
め
る

⑤

頭
打
ち

⑥

頭
が
高
い

ア

限
界

イ

有
力
者

ウ

尊
敬

エ

横
柄

オ

出
席
者

カ

出
家

キ

会
合

ク

羞
恥

五

次
の
傍
線
部
に
適
す
る
漢
字
を
ア
～
シ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

①

化
学
の
実
ケ
ン

①

懸
賞
論
文
に
応
ボ
す
る

①

職
場
の
同
リ
ョ
ウ

Ａ

②

品
質
ケ
ン
査
を
行
う

Ｂ

②

思
ボ
の
情
が
募
る

Ｃ

②

学
生
リ
ョ
ウ
に
入
る

③

危
ケ
ン
に
さ
ら
さ
れ
る

③

ボ
地
に
埋
葬
す
る

③

病
気
の
治
リ
ョ
ウ

ア

慕

イ

検

ウ

僚

エ

剣

オ

募

カ

療

キ

険

ク

墓

ケ

暮

コ

寮

サ

遼

シ

験

六

次
の
語
に
つ
い
て
、
下
段
か
ら
適
当
な
語
を
選
ん
で
、
敬
語
表
現
に
改
め
な
さ
い
。

敬
語
表
現
・
・
・
①
体
↓
（

）
体

②
両
親
↓
（

）
両
親

③
父
↓
（

）
父

（
ご
・
お
・
様
・
尊
）

謙
譲
表
現
・
・
・
④
弟
↓
（

）
弟

⑤
宅
↓
（

）
宅

（
小
・
拙
・
拝
・
愚
）



「
平
成
三
十
年
度
一
般
入
校
試
験
（
前
期
）

国

語

解
答
用
紙
」

受
験
番
号

氏
名

一
問
一

①

③

問
二

問
三

問
四

問
五

問
六

Ａ

Ｂ

問
七

問
八

問
九

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

二
問
一

初
め

終
わ
り

問
二

②

③

問
三

問
四

問
五

問
六

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

三

①

②

③

④

⑤

（
上
の
解
答
欄
に
作
品
名
、
下
の
解
答
欄
に
作
者
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ん
で
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い

）。

四

①

②

③

④

⑤

⑥

五

Ａ

①

②

③

Ｂ

①

②

③

Ｃ

①

②

③

六

①

②

③

④

⑤


